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本事業の実施概要1

・本事業において、下記の事業内容を実施いたしました。

＜Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討＞

（１）広報手法および事例の調査、及びサポイン事業における広報戦略の検討

＜Ⅱ．令和２年度事業終了分の事例集（事例データ）の作成＞

（１）令和２年度に終了した１２２件のサポインプロジェクト情報データの作成

（２）事例ナビ（ミラサポ plus ）用データの作成

（３）取材によるサポイン好事例記事の作成（１０件）

＜Ⅲ．掲載データの更新＞

（１）サポインマッチナビに登録済みのプロジェクトの事業化状況を更新

＜Ⅳ．サポインマッチ・ナビの改修作業＞

（１）改修デザインの反映

（２）新基盤情報システムへの対応・反映

3
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〈Ⅰ.広報戦略理解 〉

〈Ⅱ. ターゲット設定〉

（1）広報戦略理解

（2）主な広告メディアの特徴一覧

〈Ⅲ.広報戦略〉

（1）PR戦略の考え方

（2）メディアプラン一覧

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２

（１）広報手法および事例の調査、及びサポイン事業における広報戦略の検討

・調査のうえ、下記内容の戦略資料を作成しました。
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〈Ⅰ.広報戦略理解 〉 （1）広報戦略理解

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２

5
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〈Ⅰ.広報戦略理解 〉（1）広報戦略理解

「時代」に合わせた広報戦略の考え方

従来の広報接点の多くは、各「メディア」を通じて「情報を知り → 調べる」というアクショ

ンを起こしていました。ところが近年は、ユーザーを取り巻く、デバイスの接点がさらに拡大

し、さらに身近になってきています。

自分でいちいち調べることはなく、状況に応じた情報が生活の中に自然と入り込む状態です。

ユーザーは情報を覚えたり、調べずとも、即ダイレクトに行動を起こすことが可能となる。そ

んな時代に入ってきています。

メディア・情報接点は生活の中で年々拡大・身近になってきています。

今後ますますターゲット・時代に合わせた広報戦略の考え方が必要になります。

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２
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良いメディアの広報戦略とは

現在のメディアとの接点時間は年々長くなり、インターネットやスマホは特に私たちの生活

になくてはならないものとなっています。

すなわち、ユーザーの「情報行動・意識」にも影響を及ぼしているといえるでしょう。

「博報堂DYメディアパートナーズ メディア環境研究所」の調査によると「世の中の情報量は

多すぎる」と感じる人たちの声も多く「あらゆる情報に触れる時間を少しでも良いものにし

たい。」という意識の高まりも増えてきました。

情報もクリエイティブも満足するメディア（広告）であるかどうか。

これからの広報戦略を発信していく際には、大切な考え方のひとつとなっています。

インターネットやスマホから自然と生活の中で得ている情報は多く「情報量が多すぎる」

と感じているユーザーの声も多い。

ターゲット視点にたち、情報的にも満足してもらえるメディア（広告）に

なっているかどうかは、WEB・紙関係なく大切な考え方のひとつとなっています。

〈Ⅰ.広報戦略理解 〉（1）広報戦略理解

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２
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〈Ⅰ.広報戦略理解 〉（2）主な広告メディアの特徴一覧

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２

8



Copyright Pico Knowledge Incorporated. All rights reserved.

A_WEB広告

〈Ⅰ.広報戦略理解 〉（2）主な広告メディアの特徴一覧

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２

9

種類・特徴 メリット デメリット

A-1
ディスプレイ

広告

サイト・アプリ上の定型の枠内に表示される
広告

伝えたいメッセージなどをクリエイ
ティブに反映可能。魅力的なクリエイ
ティブであるほどクリック数の増加に
つながる。

ユーザーの目をひくようなビジュアル
にインパクトがなければ、高い広告効
果は見込みずらい。

A-2
リッチメディア

広告

サイト上で展開する動きのある表現方法で表
示される広告

多くのデータ量を使い音声や動画を流
せるため、ユーザーの目を引き、より
印象的にアピールできる。

使用するデータ量が多いため、ユー
ザーに負担をかけたり、広告に興味が
ないユーザーから嫌がられたりする場
合がある。

A-3
メール広告

電子メール媒体に掲載される広告
配信までの期間も比較的短く、ター
ゲットに直接アプローチができる。情
報量を多く盛り込むことも可能。

配信内容や配信量が適切でないと、迷
惑メールやスパムメールだとみなされ
てしまう危険性がある。

A-4
動画広告

●インストリーム広告：動画コンテンツ内に
挿入される広告
●アウトストリーム広告：動画コンテンツ外
に挿入される広告

企業・ブランド認知をあげるために実
施されることが多く、TVでリーチで
きない層への到達拡大と複合接触効果
も期待できる。

スキップされ視聴されない可能性や、
制作期間と費用がかかり、クオリティ
が成果に大きく関わってくる。

A-5
リスティング

広告

検索キーワードやコンテンツに連動しリスト
状に掲載される広告。（広告連動型・コンテ
ンツ連動型等）

「検索」という能動的な行動をとって
いるユーザーにアプローチ可能。
キーワードに関連するサイトでディス
プレイ広告を配信する機能もある。

広告を忌避するユーザーが一定数いる。
潜在層ニーズには向かない。

A-6
ネイティブ広告

媒体社が記事状調に制作・編集する広告
ユーザーに警戒心を抱かせることなく
商品・サービスを紹介できる。

広告コンテンツの作成の負担が大きく、
メディアの方向性から外れた広告を作
成してしまうと、ユーザーに不快感を
抱かせる原因となる。

A-7
SNS広告

LINE・Facebook・Twitter・YouTube・
InstagramなどのSNS媒体に掲載する広告

ユーザーとつながりやすく、リーチメ
ディアとしての活用もできる。
各種SNSによって、ざっくりとした年
代・性別のセグメントも可能。

ユーザー属性の掘り下げをしっかりと
行っておかないと、効果的な広告の配
信ができない。
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B_マス広告

〈Ⅰ.広報戦略理解 〉（2）主な広告メディアの特徴一覧

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２

10

種類・特徴 メリット デメリット

B-1
テレビCM

タイムCM：設定されている番組提供社のCM
（30秒単位/ネットワークやローカル等）
スポットCM：番組と関係内CM（15秒単位/
各局）

タイムCM：番組視聴者に継続して訴
求可能。提供ロゴ表示。
スポットCM：ターゲットに合わせた
時間取り設定可能。

コストが高くなりやすい（映像制作コ
スト・放映コスト）
各テレビ局の審査基準を満たす映像を
作る必要がある。

B-2
ラジオ

番組提供（タイム）、スポットCM、その他
（プロモーション・イベント等）

自宅内に限らず、移動時にもよく聞か
れている。（通勤・レジャー時の車中
ラジオ接触状況は5割。）

ながら媒体のため、聴取時間が不安定。
聴覚だけの伝達のため、細かい情報は
伝わりにくいことがある。

B-3
新聞広告・

フリーペーパー

主読者の年齢層が高め。中央紙・ブロック
紙・地方紙など、地域に根ざした信頼性が高
いメディア。様々な種類が存在。生活情報を
記事や広告で伝える。

撮影したものをSNSで拡散される事例
など、デジタルとの統合メディアとし
て価値を発揮。新聞社によってIDビジ
ネスが本格化。

発行部数は年々低下。クリエイティブ
を魅力的なものにしないと目に止まら
い。

B-4
雑誌

純広告：伝えたいメッセージを訴求した広告
制作が可能。複数の雑誌で展開することもで
きる。

専門誌なども多く、ターゲットに合わ
せたセグメントが可能。近年はイン
ターネットに力を入れている出版社も
多い。

１件あたりの広告スペースはどうして
も小さく狭くなる。媒体によっては記
載できる情報量が限られ、ターゲット
への訴求が弱くなるのが弱点。

B-5
交通広告
（電車）

中吊り・まど上・ステッカー等の多様な広告
スペースをターゲット・エリア・予算に合わ
せて選択可能。

路線利用者に応じた到達力・一定の滞
留時間に伴う広告注目度。

効果測定が難しい・他社との差別化が
難しいため、目を惹くクリエイティブ
が必要。

B-6
交通広告

（タクシー）

アドケース・スーパーステッカー・ボディス
テッカー等、365日、24時間稼働する交通機
関。

一定の滞留時間に伴う広告注目度。
特定ターゲットへの深い浸透。
乗客を対象としたサンプリングも可能。

効果測定が難しい・他社との差別化が
難しいため、目を惹くクリエイティブ
が必要。

B-7
交通広告
（バス）

まどステッカー・天吊り・運転席背面・バス
ラッピングなど、ターゲット・エリアが絞り
やすく地域に密着した広告展開可能。

一定の滞留時間に伴う広告注目度。
特定ターゲットへの深い浸透。

効果測定が難しい・他社との差別化が
難しいため、目を惹くクリエイティブ
が必要。
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C_その他広告

〈Ⅰ.広報戦略理解 〉（2）主な広告メディアの特徴一覧

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２
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種類・特徴 メリット デメリット

C-1
店・ルート
メディア

一般生活ルート・食生活ルートなど、様々な
ルートがあり、ターゲットの立ち寄る場所や
出かけた先の空間をメディア化したもの。

来店者数に応じた到達力。一定滞留時
間に伴う広告注目度。特定ターゲット
へのアドリーチ獲得。

ルートを明確化しないと効果が測りづ
らい。また、印象に残るクリエイティ
ブを制作する必要がある。

C-2
屋外広告

街やロードサイドなどの屋外で展開されるメ
ディア。街頭サイン・看板・イベントスペー
スにや大型ビジョン等。

来街者に対して継続的でインパクトあ
る広告展開が可能。

掲載する情報量に制限があり、長年使
用すると維持コストがかかる。

C-3
オリコミ

家庭に直接到達するメディア・新聞宅配の
ネットワークを活用・自由度の高いエリア設
定が可能。

全国の新聞購読者に到達可能。
クリエイティブの自由度が高い。

興味のある内容以外の広告は捨てられ
てしまう確率が高い。効果が測りづら
い。

C-4
ポスティング

チラシ

チラシなどの販促物を各家庭のポストに、直
接投函。

配布エリアを指定できることに加えて、
短時間で大量のチラシを配布可能。ク
リエイティブの幅も広い。

迷惑に感じるユーザーも多く、効果が
測りづらい。

C-5
ダイレクト

メール
個人あるいは法人宛に送付する宣伝手段。

さまざまな顧客に対して、直接アピー
ルできる。記載する写真やデザインの
工夫によって、商品やサービスのイ
メージが伝わりやすい。

宛先を知る必要があり、また開封され
ない可能性がある。

C-6
イベント参加

様々な業界に合わせたtoB系イベントが存在。
直接ターゲットにとコミュニケーショ
ンをとることが可能。業界の状況を直
接知ることができる。

イベント参加費の他にPR用の宣伝媒体
などが必要になる。イベント参加まで
の時間や人材確保が必要。
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C_その他広告

〈Ⅰ.広報戦略理解 〉（2）主な広告メディアの特徴一覧

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２
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種類・特徴 メリット デメリット

C-7
インフルエン

サー施策

主にSNSで大きな影響力をもつ「インフルエ
ンサー」にブランドの製品やサービスを紹介
してもらい、消費者の態度変容や行動変容を
促すコミュニケーション型マーケティング手
法。

◎マーケティング施策の柔軟な展開が
できる。
◎アプローチする層のターゲティング
を行いやすい。
◎消費者目線での商品やサービスに対
するレビューを発信してくれる。
◎通常の広告よりも消費者に受け入れ
られやすい。

◎ステルスマーケティングと誤解され
る可能性がある。
◎炎上して自社のブランドイメージが
低下する可能性がある。
◎投稿内容は基本インフルエンサー次
第。

C-8
キャッチアップ

見逃し配信

放送局が放送直後から一定期間ネットでテレ
ビ番組を公式にオンデマンド配信するサービ
ス

放送時に視聴しなかった人たちにも注
目してもらえる。

CMのスキップ等ができない場合が多
く、ストレスをあたえる可能性がある。

C-9
コンテンツ
タイアップ

媒体社と協力し宣伝する手法。媒体社が広告
を記事調に制作する広告コンテンツのことを
指す。

来街者に対して継続的でインパクトあ
る広告展開が可能。

掲載する情報量に制限があり、長年使
用すると維持コストがかかる。
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〈Ⅱ. ターゲット設定〉

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２
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潜在客

漠然とした情報収集

具体的な情報収集は行わない

見込客

情報収集メディア・ポータル

サイト等の各社サイトを閲覧

検討客

自分の欲求を叶えるための

情報収集、各社のサイトを閲覧

ターゲット属性の設定とは別に、潜在客～検討客までの各フェーズの行動プロセスにマッチ

した形で広報戦略を敷くために、一般的なAIDMAなどのフレームワークを活用しながら

メディアプラン～クリエイティブプランまでを検討していきます。

AIDMA
消費者が行動するときには「注意・注目→興味関心→欲求→記憶→行動・購入」の流れを無意識に行っているとされています。

これらの状態の頭文字を1つずつとって「AIDMA」と名付けられています。

興味関心（エンゲージメント）

A I D M
Attention

注意・注目

A
Interest

興味関心

Desire

欲求

Memory

記憶

Action

行動・購入

〈Ⅱ. ターゲット設定〉

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２
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〈Ⅲ.広報戦略 〉（1）PR戦略の考え方

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２
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メディアにもそれぞれ役割があり、インターネット広告が最適な場合もあれば、

テレビCMや新聞の折り込み広告が一番効果を発揮する場合もあります。

重要なのは、1番効果が得られるであろう広報戦略を想定し媒体を組み立てていくことです。

メディアミックス

テレビ、新聞、ラジオ、インターネットなど性格の異なる
複数のメディアを組み合わせた広告戦略。

TVや新聞などのマスメディアからWebサイトまで、あらゆる
広告媒体を利用し、宣伝・販促活動を行うことで媒体同士に
よる相乗効果を高めていく戦略。

複数媒体でターゲットに多くの情報を与えることが目的 複数媒体を使ってターゲットを動かすことが目的

クロスメディア

足し算
の

考え方

掛け算
の

考え方

〈Ⅲ.広報戦略 〉（1）PR戦略の考え方

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２
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計画→実行→評価→改善
上記のサイクルを繰り返し回すことで、

改善を行っていきます。

・メディアプランの実行

・クリエイティブ対応

・目標/KPI設定

・メディアプラン決定

・セグメント決定

・目標/KPI達成に向けた

企画立案と実行

・改善進歩の確認

・予算再配分

・レポート報告

・分析

・状況/進歩の確認

計測可能なメディアプランを含めての目標設定がとても重要となります。

また計画→実行して終了ではなく、今回の広報戦略で得られたKGIを確認し、

次回のアクションへ向けどのような改善が必要かどうか、見定めることが重要です。

〈Ⅲ.広報戦略 〉（1）PR戦略の考え方

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２
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〈Ⅲ.広報戦略 〉（2）メディアプラン一覧

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２
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〈Ⅲ.広報戦略 〉（3）メディアプラン一覧

事業の実施内容 Ⅰ．情報発信力強化のあり方検討２

20

A_WEB広告
A-1

ディスプレイ
広告

A-2（P61～）
リッチメディア

広告

A-3
メール広告

A-4
動画広告

A-5
リスティング

広告

A-6
ネイティブ広告

A-7（P68～）
SNS広告

B-1
テレビCM

B-2
ラジオ

B-3
新聞広告・

フリーペーパー

B-4
雑誌

B-5
交通広告

（電車・駅）

B-6
交通広告

（タクシー）

B-7
交通広告
（バス）

B_マス広告

インターネットのウェブサイトやメールを使用し、企業が製品やサービス
のマーケティングのために行う宣伝活動のことです。携帯電話などのモバ
イル端末に表示される広告も含まれます。

マスメディアという媒体を通して掲載される広告のことを指します。たと
えばテレビCMはテレビの電波を通して放送されている広告。その他交通機
関・新聞や雑誌、ラジオもマス広告に分類されます。
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事業の実施内容 Ⅱ．令和２年度事業終了分の事例集（事例データ）の作成２

（１）令和２年度に終了した１２２件のサポインプロジェクト情報データの作成

①調査票の見直し

・昨年、使用した調査票をもとに説明文や注意事項の文言を改修しました。

・成果事例報告書の掲載希望の有無の欄を追加しました。

②事前の調査票（一案）の作成

・調査票の作成を依頼する前に、成果報告書の内容を元に予め調査票に一案を作成しました。

③調査票の送付・提出依頼

・各プロジェクトの事業管理機関宛てに調査票をメールで送付後、電話で提出依頼を行いました。

期日までに提出のなかったプロジェクトに対して提出の催促を電話で行いました。

・依頼の結果、１２２件の調査票を回収しました。

※対象のプロジェクト一覧は次ページ以降をご覧ください。

④本番サイトへの反映

・回収した調査票の内容をテストサイトに登録し、本番サイトに反映するページデータを作成しました。

・検証サイト・本番サイトへのデータ更新用手順書作成し、中小企業庁様にて反映作業を実施しました。
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２

＜調査対象プロジェクト一覧＞

事業の実施内容 Ⅱ．令和２年度事業終了分の事例集（事例データ）の作成
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２ 事業の実施内容 Ⅱ．令和２年度事業終了分の事例集（事例データ）の作成
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２ 事業の実施内容 Ⅱ．令和２年度事業終了分の事例集（事例データ）の作成
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２

＜作成したページ例＞

事業の実施内容 Ⅱ．令和２年度事業終了分の事例集（事例データ）の作成
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２

（２）事例ナビ（ミラサポ plus ）用データの作成

・事例ナビ登録用のＣＳＶデータを作成し、登録用画像とともに提供しました。

事業の実施内容 Ⅱ．令和２年度事業終了分の事例集（事例データ）の作成
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２

（３）取材によるサポイン好事例記事の作成

①取材の実施

・下記プロジェクトを対象に取材を実施し、好事例記事を作成しました。

②本番サイトへの反映

・作成した原稿および撮影（もしくは提供）画像をテストサイトに登録し、本番サイトに反映する

ページデータを作成しました。

・テストサイトから本番サイト更新用のデータを抽出し、本番サイトへの反映を中小企業庁様にて

実施しました。

取材先 研究開発計画名 取材日

山田マシンツール株式会社
１．５Ｇｐａ級の超ハイテン材に対応した高耐久刻印と、刻印の性能を観察・評価して

刻印寿命を向上させる打刻技術の開発
11/2現地取材

イノベーティブ・デザイン＆テクノロジー株式会社 エネルギー効率改善に寄与する電解水を用いたスケール析出抑制除去装置の開発 11/16現地取材

株式会社ヒロテック
患者及び執刀術者の負担軽減のための低侵襲治療手術器具等を実現する樹脂金属接合技術を応用した

高機能異種金属接合技術の開発
11/19現地取材

テックワン株式会社 独自紡糸法による高容量・長寿命の電気自動車向けリチウムイオン電池用シリコン負極材料の研究開発 12/1現地取材

日伸工業株式会社 トランスファープレス技術を用いたソナーセンサー用のアルミ成形技術およびＩｏＴ活用の製品保証技術の開発 12/2現地取材

株式会社ノチダ
輸送機器の軽量化に資する高強度新難燃性マグネシウム合金溶加材を用いたＡＩ制御溶接技術による

高速鉄道車両用腰掛フレームの開発
12/3現地取材

株式会社アイカムス・ラボ 小型薬剤投与装置及び薬剤管理システムにおける低消費電力化の研究開発 12/3現地取材

株式会社ジャパンシーフーズ 食中毒リスクフリーのための高電圧大電流処理による革新的アニサキス殺虫装置の開発 12/9現地取材

株式会社ノア ３Ｄデータを活用したハンディタイプの産業動物用コンディションスコアリング装置の開発 12/10現地取材

愛媛製紙株式会社 柑橘由来セルロースナノファイバーの革新的製造プロセス及び用途開発 12/17現地取材

事業の実施内容 Ⅱ．令和２年度事業終了分の事例集（事例データ）の作成
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２

＜作成したページ例＞

事業の実施内容 Ⅱ．令和２年度事業終了分の事例集（事例データ）の作成
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事業の実施内容 Ⅲ．掲載データの更新２

（１）サポインマッチナビに登録済みのプロジェクトの事業化状況を更新

①更新対象プロジェクトの選定

・フォローアップ調査の結果をもとに、事業化状況を更新する対象のプロジェクトを

選定しました。（１４７件）

②本番サイトへの反映

・選定したプロジェクトの事業化状況をテストサイトにて更新し、本番サイトに反映する

ページデータを作成しました。

・テストサイトから本番サイト更新用のデータを抽出し、本番サイトへの反映を中小企業庁様にて

実施しました。

※更新対象のプロジェクト一覧は下記のとおり。
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事業の実施内容 Ⅲ．掲載データの更新２
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事業の実施内容 Ⅲ．掲載データの更新２
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事業の実施内容 Ⅲ．掲載データの更新２
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事業の実施内容 Ⅳ．サポインマッチ・ナビの改修作業２

（1）改修デザインの反映

・前年度に作成したサポインマッチ・ナビの改修デザイン案をベースに改修デザインを作成し、本番サイトへの反映を

中小企業庁様にて実施しました。

＜改修例＞
ヘッダーはスクロール時に固定

キャッチコピーが何をするサイトな

のか分かりやすいように変更。 TOPに戻るボタンを設置する

（2）新基盤情報システムへの対応・反映

・基盤システムの切替えが開始される令和４年１月１５日までにシステムを改修し、本番サイトへの反映を

中小企業庁様にて実施しました。
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効果的な情報発信、事業化支援の在り方３

＜現状の課題＞

・現在のサポインマッチナビは、サポイン事業を主軸としてターゲット毎（申請企業、実施企業、川下企業）に

メニューを設定しているが、その他の情報誘導機能が不足しており、豊富なコンテンツが活かされていない。

■考えられる課題解決策

①事業管理機関・研究等実施機関の情報の充実

・事業管理機関・研究等実施機関に関する掲載情報は基本的な内容（所在地、主たる支援地域、相談対応窓口、等）に

とどまっています。

具体的にどのような支援を受けることが可能か等、掲載情報や検索の切り口を充実させることでサポイン事業、および

その他の場面において連携を促進できると考えられます。

（資金調達、設備導入、技術相談、販路拡大、起業・創業、海外展開、など）

・各機関が実施している支援内容は、メールで調査票を送付・提出依頼を行い収集可能と考えられます。

（サポインマッチナビ初期構築時にも同様の方法で各機関に協力いただいており、スムーズに実施できると想定されます。）

②目的別ナビゲーション機能の追加

・①で追加した情報を活かすため、目的別に支援機関が閲覧できるページへナビゲートするコンテンツの追加が

有効と考えられます。

（目的を選択すると対応可能な支援機関の一覧が表示される、等）
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